
WSEEK.EXEの使い方． 
１．WSEEK.EXE を好きなディレクトリにコピーする． 
２．WSEEK.EXE のアイコンをクリックしてプログラムをスタートさせる． 
３．削除したいときはWSEEK.EXE（と必要ないファイル）を削除するだけでよい． 
４．プログラムは，WINDOWS上で動きます． 
 
１． プログラムを実行させると次のような画面が現れる． 

 
 
２． 青い部分は例であるから，消して好きな文字（単語等）をタイプすればよい． 
３． １行に１単語です．タイプを間違えたときは変更できます． 
４． 単語は，英字，ひらがな，カタカナ，数字がタイプできます． 
５． 単語の数はあまり多くないようにしてください．（制限があります） 
６． タイプが終わったら，問題作成ボタンをクリックします． 
７． 完成したら，左側に表示されます． 
８． 完成しないときは，時間がかかるときがあります．（枠が大きいときや，単語の数が多いときは時間が

かかります．） 
９． １０分以上かかるときは，プログラムを強制終了してください．  
１０．完成できないときにもう一度ボタンをクリックすると完成することがあります． 
１１．左右対称の単語（例 ANA，しんぶんし）があるときは，完成したとき両側から読めますが，解答の
位置は片方だけです． 

１２．上，下のボタンをクリックすると表の中にその単語がどこにあるかを赤く表示します． 
１３．最後の単語の次には，すべてが表示され，全体でどのくらい使っているかがわかります． 
 



 
 
１４．完成した後でもう一度問題作成ボタンをクリックすると，新しい問題が作成できます．前のものはなく

なりますので必要なときは保存しておいてください．（下方参照） 
１５．作成した問題をファイルに保存したいときは，ファイル(F)の名前を付けて保存を選び，保存するディ
レクトリを選び，ファイル名を ＊＊＊．TXT（または＊＊＊．txt）とつける．ファイルはテキスト
ファイルで保存されます 

１６．保存したテキストファイルを，ワープロソフト（WORD や 一太郎）またはエクセル等で読み込み，
ファオントや，文字の大きさ，配列等を加工して印刷してください．各自が自由に変形できるよう印刷

機能はつけてありません． 
１７．保存したファイルには，解の位置もついていますので参考にしてください． 必要なければ，解の位置
を保存しない設定も出来ます． 

１８．保存の設定は，そのまま使う方がいいでしょう． 
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１９．各種設定ボタンをクリックすると上のようになります． 
２０．問題のサイズは，表の大きさです一応制限を付けました． 
２１．空きを埋める文字の種類は，問題を作ったときに余分な場所です．例えば，単語がひらがなだけの時は

ひらがなを選んでおいた方がすべてがひらがなになり，見た目がいいでしょう． 
２２．ファイルからデータを入力できますが，テキストファイルで，原則１行に１単語のテキストファイルを

読み込みます．条件に合っているものしか読めません． 
２３．データ入力１の画面は次のようです． 
 

 
 
２４．普通はこのままで使います． 
２５．２つめは，番号付きの単語ファイルからです．番号は，完成ファイルと同じ形式です． 
２６．３つめは，別に作ったテキストファイルで，組になっている単語のファイルです．（例えば，漢字とそ



の読みなど）これは入力２で詳しく設定できます． 
２７．４つめは，作成して保存したファイルからは，一番下をチェックしてから OKを押してファイルを読み
込みます．このとき作成した問題も読み込みますので，画面で解の位置をチェックできます．さらに問

題作成ボタンを押せば新しい問題が作成できます． 
２８．入力２の画面です． 
 
 

 
 
２９．これは，単語の組がありどちらを使うかなどの指定です．普通単語の組は１行にコンマ区切りで並べて

おくとよいでしょう． 
３０．読み込む問題の数は，下の方で設定できます．読み込みを順でなく乱数で行うことも出来ます． 
３１．保存方法の画面です． 
 

 



 
３２．タイプした単語（またはファイルから読み込んだ単語）に番号を付けるか，作成した問題をどのような

区切りにして保存するかを決めます． 
３３．単語データ（２つ目）は組の場合だけです 
 

 
 
３４．この画面をチェックして OKをクリックすると，単語をタイプして変更したとき，問題作成ボタンをク
リックする前であれば，元に戻せます． 

３５．これは自分のために作ったもので，色々制限があります．アイコン等は使えません．記述してない機能

もあります．また少し使いにくいところがあると思いますが，各自の責任で，使ってください． 


